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第２章 全体構想



（４）市街地を取り巻く自然環境の保全 

市街地を取り巻く自然環境は、市街地に暮らす住民にとっても魅力やうるおいを感じさせる重要

な空間であることから、都市と農地・自然地の調和・共生を目指して計画的な保全を図ります。ま

た、土地利用の動向等も踏まえつつ、必要に応じて都市計画制度に基づいた開発の規制・誘導も検

討することとします。 

 

① 都市計画区域外の土地利用コントロール 

当町では、土地利用整序と環境保全を目的として、リゾート地区（主に「ニセコひらふ地区」、

「花園ビレッジ地区」を指します）を中心に準都市計画区域が指定されました（2008 年（平成 20

年）に区域指定）。今後も、周辺の自然環境や景観に配慮した適正な土地利用が図られるよう、準

都市計画区域内の景観地区における建築規制の見直し等を検討するほか、無指定区域のうち、準

都市計画区域の周辺や国道・道道沿いについては、現在の土地利用状況を考慮し、周辺環境の保

全の観点から、準都市計画区域の拡大等について検討します。 

 

② 多面的機能を持つ優良農地の保全 

市街地外に広がる優良農地については、農用地区域の指定継続に努めるとともに、集落地にお

けるコミュニティ維持や、農業生産基盤の整備を進めることでその保全を図ります。 

また、耕作放棄地等となっている農地については、農業・農村の持つ国土保全、水源かん養、

景観形成等の多面的機能が発揮されるよう、認定農業者への利用集積や、農業後継者・担い手対

策と一体となって、その解消に努めることとします。 

 

③ 健全な森林環境の保全 

当町を取り巻く豊かな森林については、森林整備計画に基づく適正な整備及び保全を図るべく、

水資源かん養、土砂流出防止、保健休養などの公益的機能が有効に機能するよう努めるとともに、

積極的な地域産材の利活用を促進します。 

また、森林が有するこれら多様な機能を町民全体で守るため、町民やボランティア団体との協

働による環境共生型の森づくりに取り組みます。 

 

④ うるおいある水辺環境の保全 

河川をはじめとする水辺地については、治水

対策や動植物の生育生息環境等にも配慮しつ

つ、親水空間としての活用を図ります。 

特に尻別川については、治水対策のための河

川改修を進める河川管理者との調整を図りつ

つ、親水機能に配慮した水辺空間として活用を

図ります。 
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４－５ 景観づくりの方針 

（１）広大な自然景観の保全 

町民の多くが誇りに感じている羊蹄山の眺望をはじめ、当町には山、川、田園のそれぞれに魅力

的な眺望が広がっています。市街地に暮らす住民も、羊蹄山やニセコ連峰などの美しい自然景観を

身近に感じて生活していることから、今後もこの自然景観の保全を重視した都市づくりを進めます。 

 

① 羊蹄山・ニセコ連峰の眺望保全 

主要幹線道路沿道や主要な展望地において、羊蹄山やニセコ連峰の眺望を確保するための草刈

りや植樹帯の美化などを町内会や地域団体等との協働で実施することにより、魅力的な眺望空間

を保全するとともに、必要に応じて景観に配慮した整備を検討します。 

 

② 周囲の景観と調和する開発の誘導 

準都市計画区域では、景観地区の運用によって引き続き周辺の自然や田園環境と調和を図り、

適宜規制内容の見直しを検討します。 

準都市計画区域外の郊外地域においては、「羊蹄山麓広域景観づくり指針」を踏まえ、周囲の景

観との調和が図られるよう誘導に努めます。 

 

③ 尻別川の水辺景観の保全 

尻別川においては、水と緑の水辺景観の保全を図りつつ、水辺の魅力を感じることができる親

水空間として関係機関と連携しながら維持に努めます。 
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（２）人々を迎える魅力的な街並みの形成 

今後ますます多くの来訪者を迎える当町では、町全体として目指すべき国際リゾート地の魅力に

つながる景観づくりが必要になります。このため、恵まれた自然環境や自然景観をただ守るだけで

なく、羊蹄山の眺望等を取り込んだ魅力ある街並みを創りあげるための整備、規制、誘導等を進め

ていきます。 

また、国際イベントが開催される際には景観形成の観点に立った環境整備に努めます。 

 

① 町全体の景観の向上 

国際リゾート地を目指す当町においては、住宅地、商業地、リゾート地、農業集落地、森林自

然地などの土地利用に応じた町全体の景観づくりが今後の発展につながることから、景観法に基

づく景観行政団体への移行、及び景観計画策定に向けた検討や調整を行っていきます。 

 

② 町の顔となる倶知安駅周辺の景観形成 

当町の玄関口になる倶知安駅舎、駅前広場、駅周辺の街並みについて、羊蹄山への眺望の確保

や、賑わい・交流する場の形成を目指した景観の形成を検討します。 

 

③ 魅力的なリゾート地区の景観形成 

リゾート地区では、国際リゾート地としての魅力を高める景観形成も重要であることから、屋

外広告物のあり方の検討、観光交流・案内機能の強化等に努めます。 
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第３章 地域別構想



（２）地域区分の設定 

倶知安町には、倶知安駅周辺等の商業地を中心に住宅地が広がる市街地があり、加えてニセコ連

峰の麓にはリゾート地が形成されていることから、地理的にみて２つのまとまりから土地利用が構

成されています。 

地域別構想で用いる地域区分は、地域像を描き、施策を位置付けるうえで適切なまとまりとして

定める必要があることから、明確な地域の分断要素、まとまり、分かりやすさを考慮して、次のと

おりに設定します。 

 

 

■地域区分図 

 

 

市街地周辺地域
（都市計画区域）

スキー場周辺地域
（準都市計画区域）
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２－２ スキー場周辺地域（準都市計画区域） 

（１）現況と課題 

ニセコ連峰の麓に広がる当地域は、羊蹄山を望む壮大な景観と、良質なパウダースノーに恵ま

れ、アウトドアスポーツを中心とした国際的なリゾート地として国内外から旅行者が来訪し、発

展してきました。 

リゾート地としての魅力が高まったことに伴い、快適で質の高いリゾート環境の提供が一層求

められることから、これまでに準都市計画区域景観地区の決定等による建築物の制限や、エリア

マジメント活動の検討等に取り組んできました。 

こうした経緯のもと、当地域が抱える現況と課題は次に示すとおりです。 

 

① 豊かな自然環境と美しい自然景観の継承 

ニセコひらふ地区を中心にコンドミニアム等の建築件数が堅調であり、当地区の周辺へ開発エ

リアが拡大しつつある状態です。 

一方で、都市計画マスタープラン見直しに関するアンケートでは、羊蹄山・ニセコ連峰の景観

保全の重要性が多くの住民に認識されていることが明らかとなりました。 

今後の土地利用の動向に注視しつつ、リゾート地としての機能とバランスにも配慮して、自然

環境と美しい自然景観を守り育てるための更なる土地利用の規制・誘導が必要です。 

 

② 安全で快適な交通環境の改善 

今後の新幹線倶知安駅開業や（仮称）倶知 

安 IC整備に伴い、札幌圏などの周辺都市にと 

って当地域がより身近なリゾート地となるこ 

とから、今まで以上に駅や ICとのアクセス環 

境の機能向上が求められます。 

さらに、外国人観光客のレンタカー利用の 

増加や、宿泊施設などの従業員の通勤により、 

冬季の自動車交通量の増加が問題となりつつ 

あり、渋滞の緩和や、歩行者の安全性・快適 

性を確保するための対策が必要となっています。 

また、スキー場間や市街地とリゾート地を繋ぐバスは、利用者にわかりやすい運行形態の取り

組みがされていますが、一層の利便性向上が求められています。 

 
③ リゾート地に関係する多様な主体の持続的な協働 

外国人居住者の増加に伴うコミュニティの変化により、町内会が十分に機能しなくなるなどの

状況があります。 

リゾート地に求められる住環境、観光まちづくり、行政サービスなどの機能を維持・充実する

には、民間事業者、住民、行政等の多様な主体の協働によるまちづくりを継続的に進めていく必

要があります。 
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（２）将来の地域像

当地域は、倶知安町の豊かな観光資源に恵まれ、国内外から旅行者が訪れる国際的なリゾートと

しての機能を担うことから、将来の地域像を次のとおりとします。

『誰もが快適に過ごせる 自然豊かなリゾート地』

（３）施策の方針

国際リゾート地の魅力の向上を目指して、自然環境・景観の魅力を守りつつ、快適な交通環境の

形成を進めます。

① 自然環境・自然景観を継承する適正な土地利用の規制・誘導

景観地区の運用によって、引き続き周辺の自然や田園環境との調和を図り、適宜建築物の規制

内容の見直しを行うとともに、工作物や開発行為に対する規制の必要性について検討します。

また、魅力的な屋外広告物の誘導を進めるため、地域のまちづくり活動と協力しながらニセコ

ひらふ地区におけるガイドラインの策定等を進めます。

② 交通混雑の解消と円滑なアクセス環境の形成

ⅰ）地区内の安全で快適な交通環境の形成

道道蘭越ニセコ倶知安線の交差点付近での一時的な交通混雑の解消、歩行者の安全性の確保な

どの交通動線の改善について、関係機関等との協議により検討します。

ニセコひらふ地区における滞在客及び従業員に対応した駐車場やバスターミナル機能のあり方

について、整備方策を検討します。

ⅱ）市街地とリゾート地の円滑なアクセス環境の形成

新幹線倶知安駅および（仮称）倶知安ＩＣをはじめとした市街地とニセコひらふ地区、花園ビ

レッジ地区のリゾート地までを結ぶ一般国道５号、道道３路線（蘭越ニセコ倶知安線、ニセコ高

原比羅夫線、倶知安ニセコ線）及び町道２路線（岩尾別南３線、花園リゾート線）を主要アクセ

ス道路として交通需要に対応した機能の確保と沿道景観の保全に努めるとともに、公共交通等を

活用した円滑なアクセス環境を整備します。

③ エリアマネジメントなどの推進

ニセコひらふ地区などの賑わいを見せる地域においては、観光交流・案内機能の強化に努める

とともに、エリアマネジメントの取組み等を推進して地域の魅力向上に努めます。
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■施策の方針図 
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第４章 実現化方策
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